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理解できないことがある。電車に乗ってい

て,ご く普通の人が,一 つ20万円以上もしそ

うな,高 級ブランドの鞄を携えているのを,

よく見かける。こんなことを言うと,少 なか

らぬ世の女性を敵に回すようにも思うが,実

は,そ れが,ど ういう心理なのか理解できな

い。いいもののためには,き ちんとお金を使

うということなら,理 解できる。いいものは

高い。それは一面の真理である。しかし,嘘

のように値段の高いジーンズも世にはあるら

しいので,筆 者の知識が足りないだけかも知

れないが,鞄 以外は,決 して高級品ではない

ように見えることが,実 に多いのだ。一点豪

華主義とでも言おうか。「そういう鞄を持っ

ている人は,電 車などに乗ってはいけない。

是非,運 転手付きの車で移動して頂きたい。」

とまで言うつもりはないが,そ うした一点豪

華主義に走る心理が,実 は良く解らないので

ある。「そうか。自分で買ったものではない

のだろう。」と,納 得してみても,パ リの高

級ブランドの本店に殺到する日本人などとい

う話を聞くと,や はり,今 一つ肺に落ちない。
~も
っと理解できないことがある。そうした

高級ブランドにはニセモノがつきものである。

非常に精巧なフェイクになっているエセモノ

から,一 見してそれは違うだろうというニセ

モノまで,あ ちらこちらで摘発されている。

この世にそうしたニセモノを買う人がいなけ

れば, リスクを冒して,製 造,販 売などしな

いだろうから,世 には確実に,ニ セモノを求

めるエーズがあると言うことだろう。もっと

理解できないのは,そ うしたニセモノを買う

人の心理である。確かに皮相的には簡単だ。

それは,「見栄」とでも言うのだろう。しか

し,ニ セモノで繕った見栄というのは,薄 っ

ぺらである。ハリボテである。ニセモノで作

り上げる虚栄よりも,ニ セモノとばれた時に

失うものの方が余程大きいのではないかと思

う。恥ずかしさの極みではないのか ? に も

かかわらず,何 故,ニ セモノを求める人がい

るのか,全 くもって理解できない。

ところで,土 木デザインの仕事には特徴が

ある。他のデザインの分野と異なり,異 常に

耐用年数が長いことが,一 つの大きな特徴で

ある。作ってから100年もの間使い続けたり

するのである。

100年後の人にも愛されるデザインを考え

るというのは,至 難の業である。音楽の世界

で喩えてみよう。「100年後の人々も確実に聴

いていると思われる音楽は何か ?」そんなこ

とを考えてみると,そ の難しさが解る。多く

の人が,「それは,ク ラシックだ」と思うの

ではないだろうか。ショパンやモーツアルト

は100年後の人も聴いているに違いない。

ビートルズがギリギリだろうか ? で は,
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100年後の人にも聴いてもらうために,今 ,

ショパン風の曲を作曲したとして,そ の曲は,

果たして100年後に聴かれているだろうか ?

そんな見え透いたニセモノが,100年 後も聴

かれるなんて言うことは,絶 対にあり得ない

と誰もが思うだろう。

翻って,土 木デザインに戻ればこういうこ

とになる。煉瓦アーチというデザインは,ク

ラシックなデザインとして,確 かに100年愛

されてきた。しかし,そ の煉瓦アーチのクラ

シカルな橋梁を,今 の時代に作って,100年

後愛されているか ? と いうのと同じことに

なる。やはり,今 作ったショパン風の曲と同

じで,見 え透いたニセモノにしかならないの

ではないか ?

この難問には,簡 単に答えは出せないが,

発明されたばかりの 「平均律」を突き詰めて

システマティックな楽由へと体現してみせた

バッハと,当 時の最先端技術であるデュコー

ルスチールと面構造を計算する技術を惜しみ

なく投入して完成した永代橋。相通じるもの

は,結 局,あ る時代の時代性を突き話めて体

現したものと,お ぼろげながらに思っている。

100年愛されるとは,そ う言うものかも知れ

ないと。

*  *  *

そんなことに思いを巡らせていると,我 ら

が建設業界には,見 え透いたニセモノに溢れ

かえっていることに気付く。擬木,擬 石など

は,名 前からしてエセモノだ。ある意味,潔

t エヽセモノだ。化粧型枠なる技術で,コ ンク

リートの塊が,積 みブロックに化けたり,挙

げ句の果てに,石 垣にまで化けたりもする。

真打ちは建築の外壁材だろうか。外壁材には,

驚くほど沢山の,ニ セモノが用意されている。
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煉瓦風とか木目調,塗 り壁風などと,「○○

風」とか 「○○調」と簡単に言えるものから,

「ヨーロッパのなんとか地方に伝わる石造り

の家を表現したデザイン」とか,「ヨーロッ

パのなんとか石に見られる風合いをイメージ

したデザイン」などなど,多 彩を極める。

ヨーロッパ風がかなり多いので,そ もそも,

ここは日本だとも言いたくもなる。しかし,

それ以上に思うのだ。コンクリートには,元

来,コ ンクリートの美しい質感がある。窯業

系製品には,元 来,焼 き物の持つ優しい風合

いがある。スチール系の製品には,元 来,金

属の持つ緊張感がある。にもかかわらず,な

ぜ,こ うした見え透いたニセモノを買う人が

いるのだろうか。エセモノの高級ブランド品

を買う人の心理以上に,ま ったくもって,理

解できないのである。そうした外壁材で出来

上がる街並みは,「見え透いたニセモノ」の

街並みでしかない。気がつくと,薄 っぺらで,

ハリボテの街並みが,日 本全国に拡がってい

る。理解できないなどと,悠 長に構えている

場合ではない。

●お詫びと訂正

11月号に誤りがありましたので,お詫びし,訂正

いたします。

記事9左21行日 「約1,580億円→158兆円」と同

じく18行日 「なお…」以下の補足率についてのパラ

グラフは削除させていただきます。
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